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 そして、社会政策に関わる規範的原理を次の 5 種類に分けて整理している。  
 ① 一人ひとりの境遇に影響する原理。福祉の性質、必要の定義、さまざまな欲求や利害に与え
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る重みづけなどの論点に関わる。 
 ② 他の人々との関係を調整する原理。道徳規範、利他と互酬、自由と権利などを含む。 



























（ 1 ）ロールズの『正義論』と福祉の規範理論との関係 
 塩野谷は、「ジョン・ロールズの『正義の理論』（1971年）(注10)は、規範的倫理学に革命的な影響
「福祉」の規範理論について（１） 
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 塩野谷は、このロールズの「最も不遇な人々」（the least advantaged）の格差原理と「社会的基
「福祉」の規範理論について（１） 















（ 2 ）ロールズの「正義論」と T. H. マーシャルの理論の組み合わせによる社会保障の倫理学の構
築 
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的機構によって行うものとする。その理念的基礎として「卓越」、「正義」、「効率」を提起する。 































 － 235 －
障の第 3 の理念的根拠となる。（245-256頁） 
 以上のように「社会保障の倫理学」を要約してみたが、塩野谷は次のようにまとめている。 
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 この「良き正」を構成するものとして、次の 5 つの種類のストックをあげて説明している。 
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生」を実現するための「社会保障制度」の理論付けを展開している。そしてその倫理的基礎として、



























 尚、本稿では、著書の第 1 編の理念の理論的部分を省略しているため、文脈的に理解しずらいと
ころがある。そこで、塩野谷が回答の中で簡潔に整理しているので、多少長くなるが、塩野谷の理
論の理解の一助となるので、引用しておくことにする。 
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（注 1 ）田中 拓道著（2006）『貧困と共和国―社会的連帯の誕生』人文書院、10頁、関連して、





摘している（序論、訳書、 2 頁）。 
（注 2 ）斉藤 純一編著（2004）『福祉国家―社会的連帯の理由』、ミネルヴァ書房、1-2頁 
「福祉」の規範理論について（１） 
 － 247 －
（注 3 ）塩野谷 祐一：開会の辞、第 3 回厚生政策セミナー、テーマ「福祉国家の経済と倫理」、『季
刊社会保障研究』、Vol35、Summer1999、No1、4-5頁、国立社会保障・人口問題研究所 
（注 4 ） 塩野谷 祐一著（2002）『経済と倫理―福祉国家の哲学』まえがき 2 頁、東京大学出版会、
以下、本書よりの引用は頁数のみを表記する。 
（注 5 ） 塩野谷 祐一・鈴村 興太郎・後藤 玲子編（2004）『福祉の公共哲学』東京大学出版会、 2 
頁 





（注 7 ）今田 高俊（2003）「福祉国家の再建―塩野谷 祐一『経済と倫理―福祉国家の哲学』に寄せ
て」『UP』第363号、東京大学出版会、23頁 
（注 8 ） Amartya Sen（1985）、Commodities and Capabilities、鈴村 興太郎訳（1988）、『福祉の経済
学』、岩波書店、 2 頁 
（注 9 ） Paul Spiker（1995）、Social Policy-Themes and Approaches, Harvester Wheatsheat、P79 
武川 正吾・上村 泰裕・森川 美絵訳（2001）、『社会政策講義―福祉のテーマとアプロー
チ』、有斐閣、97頁 
（注10）John Rawls（1971）、A Theory of Justice, Cambridge, Mass, Harvard University Press、矢島 鈎
次監訳、（1979）、『正義論』紀伊国屋書店 
（注11）T. H. Marshall、（1950）Citizenship and Social Class、本書は再びボットモアによって再録さ
れた。 
T. H. Marshall and Tom Bottomore, (1992), Citizenship and Social Class, Pluto Press、岩崎 信
彦・中村 健吾訳（1993）『シティズンシップと社会的階級』、法律文化社 
（注12） Gilligan Carol, (1982), In a Different Voice: Psychological Theory and Women’s Development, 
Cambridge, Mass.: Harvard University Press, 岩男 寿美子監訳（1986）、『もうひとつの声―
男女の道徳観のちがいと女性のアイデンティティ』川島書店 
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